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/ 回× 4 回 / 日，妊娠 7-16 日の間，反復皮膚塗布した
実験では胎児の死亡率上昇，心血管系および骨格の奇形
の増加と骨化遅延が認められた 7）．

ヒトの疫学調査では，混合曝露やネガティブな報告
であるため明白な証拠とはならないが，動物では精巣
毒性，胎児毒性および催奇形性が明白な事から EGEEA
を第 2 群とする．

許容濃度
日本産業衛生学会（1985 年）5 ppm（27 mg/m3）（皮）
ACGIH（1984 年）5 ppm（27 mg/m3）（Skin），Male 
repro dam
DFG  2 ppm（11 mg/m3）（Skin），Pregnancy: B，
EGEE との合計濃度
NIOSH  0.5 ppm（2.7 mg/m3）（Skin）
OSHA  100 ppm（540 mg/m3）（Skin）
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工業用キシレン（混合キシレン）
C6H4（CH3）2

［CAS No.1330-20-7］
生殖毒性　第 2群

ヒトの症例や疫学研究で，キシレンの生殖毒性を明確
に示した報告はない．動物実験による研究では，催奇形
性，次世代影響が報告されている．

マウスを妊娠 6-15 日の間 o-キシレン 115 ppm に 4 時
間× 3 回 / 日反復曝露した実験では，偽曝露群に比して
胎仔の体重増加抑制と化骨遅延を認めた．同様の所見は
m- 体および p- 体でも観察された 1）．ラットを妊娠 4-20
日の間工業用キシレン（成分は記述なし）500 ppm に
6 時間 / 日反復曝露した実験では明らかな生殖毒性は見
出されなかった 2）．しかし別の実験ではラットを妊娠
7-20 日の間工業用キシレン 200 ppm に 6 時間 / 日反復
曝露したところ，生仔の神経行動学発達に遅延が認めら
れた 3）．

Hass ら 2）は，ラットの妊娠 4-20 日の間，工業用キ
シレン 500 ppm に 6 時間 / 日反復曝露した実験で，明
確な母体毒性が認められない条件で，胎児の上顎骨の化
骨遅延，協調運動テスト（ローターロッド）の成績の低
下を認めた．さらに Hass ら 3）は，ラットの妊娠 7-20
日の間，工業用キシレン 500 ppm に 6 時間 / 日反復曝
露した実験で，明確な母体毒性や児の生存率に低下が認
められない条件で，児の 28 ± 2 日齢における脳重量の
有意な低下，生後 15 および 16 日齢における空中正向反
射の有意な低下を認めた．Hudák ら 4）は，ラットの妊
娠 9-14 日の間，工業用キシレン（組成：10％ o-キシレ
ン，50％ m-キシレン，20％ p-キシレン，20％ エチル
ベンゼン）1,000 mg/m3（230 ppm）に曝露した実験で，
児の胸骨癒合および過剰肋骨を認めた．Saillenfait ら 5）

は，ラットの妊娠 6-20 日の間，工業用キシレン（組成：
21.3％ o-キシレン，43.9％ m-キシレン，19.4％ p-キシ
レン，15.3％エチルベンゼン）100, 500, 1,000, 2,000 ppm
に 6 時間 / 日反復曝露した実験においては，母体毒性の
見られない 500 ppm の群において軽微な胎児の低体重
を認めた．

以上のように，ヒトにおいて明確な生殖毒性の報告は
ない．動物実験においては胎児の化骨遅延や低体重等の
変化は見られたものの，キシレンを第 2 群と判断できる
程明確な証拠ではない．しかしながら，工業用キシレン
中には，生殖毒性第 2 群に分類さると考えられるエチル
ベンゼンを含むことから，工業用キシレンを第 2 群に分
類する．
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許容濃度
日本産業衛生学会（2001 年）：50 ppm（217 mg/m3）
ACGIH（1996 年）：100 ppm（434 mg/m3）
DFG：100 ppm（440 mg/m3）
NIOSH：100 ppm（435 mg/m3）
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クロロジフルオロメタン
CHClF2

［CAS No.75-45-6］
生殖毒性：第 2群

別名：モノクロロジフルオロメタン，フロン -22，
FC-22．

ヒトにおける報告は見当たらなかったが．動物におい
ては，未公表資料により，重篤な催奇性が報告されてい
る．

DFG1）によると，妊娠ラットに 500，1,000，10,000，
20,000 ppm の FC-22 を妊娠 6-15 日に 6 時間 / 日曝露さ
せた実験では，母動物に毒性は見られず，着床数，吸収
胚，一腹当たりの児の数，および生児数と死児数との比
にも影響は見られなかったが，1,000 および 10,000 ppm
群で無眼球症と小眼球症のわずかな増加が見られた．
この知見を再確認するために追加実験が行われた．器
官形成期の妊娠ラットに 100，1,000，50,000 ppm の
FC-22 が曝露され，各濃度 4,000 胎児が検査された結
果，50,000 ppm では，母動物と胎児の体重が低下し，
小眼球症の増加は見られなかったが無眼球症は有意
な増加（片側検定，p ＜ 0.05）となった．100 および
1,000 ppm 群では，両者に変化は見られなかった．これ
らから，ラットにおいては弱い胎児毒性があるとされ
た 2）．また，妊娠ウサギに 100，1,000，50,000 ppm の
FC-22 を妊娠 6-16 日に 6 時間 / 日曝露させた実験では，
50,000 ppm 群の母動物の体重増加の抑制が見られたが，
一腹当たりの児の数や胎児体重に影響は見られなかった
ことから，ウサギでは胎児毒性は除外された．

雄 SD ラットに 50,000 ppm の FC-22 を 5 時間 / 日，8
週間曝露した実験では，雄性生殖器やホルモン濃度に異
常はなく，その後処女ラットと交尾をさせたが，得られ
た胎児に異常は見られなかった事から，雄性毒性は除外
された 3）．

ヒトにおける報告はなく，動物では高濃度ではあるが
ラットにおいて無眼球症の催奇性が報告されているの
で，第 2 群とする．

許容濃度
日本産業衛生学会 4）：1,000 ppm（3,500 mg/m3）（1987
年度）
ACGIH5）：1,000 ppm（3,540 mg/m3），A4，（1990 年），
CNS impair; asphyxia, acrd sens
DFG1）：500 ppm（1,800 mg/m3），Pregnancy: C（MAK
値内では，胚または胎児への影響はないと考えられる）
NIOSH6）：1000 ppm（3,500 mg/m3）




